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堺市 NPO 地域子育てワークショップ

連携にいたる経緯
　地域において、子育て中の親同士が交流できる場所へのニーズが高まってきていることから、
堺市で活動しているNPO法人子育てネットみちくさと連携し、グループワークを活用した子育て
支援講座を実施することとなった。

活動内容
　就学前の子どもと保護者の方を対象として、親子がふれあえる遊びの提供や、親同士・子ど
も同士が交流できるワークショップを2ヶ月に1度の頻度で開催している。新聞紙や紙皿・紙コ
ップなど身近にあるものを使った遊びやおもちゃ作りを行い、昔からのあそびを思い出したり、
家での遊びやふれあいのヒントを提供。日ごろあまり経験ができない集団での遊びや、リズムに
のって身体を動かし親子でふれあう遊びなど、親子で身体を動かす喜びを感じてもらう。また、
あまり観る機会が少ない人形劇についても、物語を楽しむと同時に、手作り人形がどのようにし
て作られているかなどの関心を持たせるようにしている。遊びの前には、おもちゃや絵本を囲ん
で親同士、子ども同士が交流できる時間を設けており、子育てに関する情報コーナーも設置して
いる。

【2019年度テーマ一覧】
・第1回　「みんなであそぼう!　みぢかなもので!手づくりおもちゃをつくろう!」
・第2回　「みんなであそぼう!　夏まつりだよ!」
・第3回　「みんなであそぼう!　しんぶんしであそぼう!」
・第4回　「みんなであそぼう!　リズムでつながろう!」
・第5回　「みんなであそぼう!　人形劇おっくんのぱっくんシアター」

活動の目的

活 動 の 成 果 今 後 の 課 題 ・ 目 標

■ 主な連携先・メンバー
NPO法人 子育てネットみちくさ

■ 活動地域
関西大学堺キャンパス

■ 活動期間
2012年度～2019年度

■ 活動資金
堺市と関西大学との地域連携事業

DATADATA

■ 人間健康学部 教授
山縣文治 Fumiharu Yamagata

学生時代から子ども家庭福祉に
関心をもち、教員になってからも
その課題を追い続けている。

　1970年大阪府堺市生まれ。大阪市立大学大学院生
活科学研究科後期博士課程単位取得後退学。現在、関
西大学人間健康学部教授。博士（学術）。 専門は社会福
祉政策で、主著は、『社会福祉の理論と政策』（中央法規
出版）、『よくわかる社会福祉』（ミネルヴァ書房）、『転換
期における福祉国家』（関西大学出版部）、ほか多数。

■ 人間健康学部 教授
岡田忠克Tadakatsu Okada

専門は社会福祉学、子ども家庭福祉
論。社会的養護の普及・啓発および
社会的養護下にある子どもの自立支
援のあり方について研究を進めてい
る。妻とともにはぐくみホーム（養育里
親）をつとめている。

■ 人間健康学部 准教授
福田公教 Kiminori Fukuda

教 員 紹 介

1 子育て中の親子が集う場をつくり、親同士が交流し子育ての知恵を伝え
あうとともに、子どもが一緒に遊び育ちあう場を提供する

2 地域に暮らすさまざまな人々とのふれあいを通じ、人間関係を豊かに
し、地域で育ち、育てられる関係を構築していく

1 日ごろ経験できない広い空間で同世代の子ども同士が遊んだ
り、親子で楽しんでいる様子を伺うことができた

2 父親も一緒に参加している家庭が多くあり、ともに子育てを
楽しむ機会になっている

1 対象が未就学児の0歳~6歳と年齢幅が広い
ため、対象にあったすべての子どもが楽しめる
ようなワークショップにすること

2 参加者が少なくなってきているため、地域の子育
て家庭へのPR方法に工夫が必要

福祉・人権

減災イノベーション（事例：医療事故ビッグデータ）

連携にいたる経緯
　京都大学稲盛記念財団寄附講座（日置弘一郎教授主催）の経営哲学講座を
起点に京都発明協会講演会や特許庁主催講習会などの専門家によって組織
されたイノベーションの社会連携。KIRAS（オーストリア政府「災害抑止プロ
グラム」）理事として得た最新研究を国内に紹介する。

活動内容
　ICTを利用した減災システム、救難救護の為のレスキューネットワークや医
療事故抑止の為のレジリエンス・マネジメントに向け活動している。特に、
労働現場の危険や不便を改善する創意工夫・アイデアを公表し、新案・特
許など知財の事業創造を通して、日本の地域社会の持続可能性に貢献する。

活動の目的

活 動 の 成 果 今 後 の 課 題 ・ 目 標

■ 主な連携先・メンバー
アソシエイツ：神戸大学大学院科学技術イノベー
ション研究科教授　Ph.D　坂井貴行氏／弁理士・
工学博士　中西康文氏／知財情報コンサルタント
野崎篤志氏／システムデザイン　藤本良介氏
アドバイザー：ウィーン工科大学名誉教授 Ph.D　
Gerhard Chroust ／元京都大学附属病院 医学博
士・Ph.D　安田譲氏／京都発明協会専務理事　
和田宏隆氏

■ 活動地域
関西圏及びオーストリア・スイス

■ 活動期間
2016年度～2020年度

■ 活動資金
なし

DATADATA

■ 総合情報学部 教授

阿辻茂夫
Shigeo Atsuji

　現代組織における意思決定の情報プロセスを中心に「組織知」のメカニズムを研究してきた。
近未来の持続可能社会に向けて、事故や災害を抑止する「減災の為のマネジメント」のあり方につ
いて、他分野の専門家と社会連携を通してICT利用による学の実化を目指している。
URL: http://www.un-safety.net/index.html

教 員 紹 介

1 ビッグデータを用いた減災の為のシステムやイノベーションを研究する
（図1 医療事故ビッグデータの共起ネットワークによるクラスター分析）

2 減災に関する知財のマッピングやマッチングを促進し、事業創造する
（図2 事故発生グループ群別のICT減災プラットホーム）

1「JR鉄道事故抑止のGPS型ATS/ATC」経営情報学会や工業経営研究学会
で企業に提案

2 Chroust, G. and Atsuji, S., “Resilience Management: from 
Fukushima Disaster to Boi l ing Oceans and Northward 
Viralspread” , ISSS Journals the 61th Meeting , ISSS International 
Society for the Systems Sciences, Web-publishing, 2017, 
pp.1-20.

3 Atsuji, S., Unsafety: Disaster Management, Organizational 
Accidents, and Crisis Sciences for Sustainability , Springer, 2016.
URL: http://www.springer.com/us/book/9784431559221

1 ICT利用による減災システムや
レスキューネットワークの研究開発

2 労働現場での組織上の危険や不便を
改善する創意工夫アイデアの可視化

図1 医療事故ビッグデータの共起ネットワークによるクラスター分析

図2 事故発生グループ群別のICT減災プラットホーム
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